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分子座標系におけるヨウ化メチル分子の C 1s光電子放出角度分布 
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【序】 

分子座標系における光電子放出角度分布（Molecular-Frame Photoelecron Angular 

Distribution, MFPAD）の測定は分子の光イオン化ダイナミクスの詳細を理解するの有

効な研究手段である。最近 Williams らはメタン分子（CH4）の MFPAD を測定し、数

eV の光電子放出では光電子は C-H 結合軸方向に放出されることを見出した [1]。本

研究ではヨウ化メチル分子（CH3I）を標的試料として MFPADを測定し、ヨウ素置換

効果の観測を目指した。 

 

【実験】 

実験は SPring-8の BL17SU で行った。超音速分子線として真空中に導入した試料分子

線に直線偏光軟Ｘ線を照射し、ディレイライン型位置敏感検出器を備えた二台の飛行

時間型運動量分光計により、全立体角に放出される電子とイオンを検出した。 

光子エネルギーは、CH3Iの C 1s イオン化ポテンシャル（291.43 eV [2]）よりも約 6 eV

高い 297 eVに設定した。CH3Iは内殻イオン化後に直ちにオージェ過程により２価分

子イオンとなり、イオン対に解離する。本実験では CH3
+と I

+３次元運動量を同時計

測し、分子軸の向きを axial recoil 近似により決定した。さらに光電子の３次元運動量

を同時計測することで MFPADを得ることが可能である。本研究では“プロジェクシ

ョン法”[3,4]を用いてMFPADを得た。 

 

【結果と考察】 

図1に実験データのプロジェクション解析により得られた４つのF関数 [5] を示した。

この F関数を用いて得られる MFPADを図 2 に示した。分子軸と入射光の電気ベクト

ル（Eベクトル）が張る平面上の光電子放出方向を示している。入射光の Eベクトル

と C–I軸のなす角が約 80 度のときに、C–I軸に対して約 80 度の方向に強く光電子が

放出されることが分かった。この結果は C–H 軸と入射光の E ベクトルが平行な時に

C–H軸方向に光電子が強く放出されることを示唆している。この点を明確にするため

に３個のイオンの同時計測により分子を完全に固定する解析を進行中である。 
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図 1. 実験データのプロジェクション解析により得られた４つの F関数。 
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図2. CH3I分子のC 1s光電子放出におけるMFPAD。横軸はC–I軸に対するEベクトルの向き、

縦軸は C–I軸に対する光電子放出方向である。角度は CH3
+の反跳方向を 0º、I

+の反跳方向を

180º と定義している。 
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